
北広島市教育委員会

教育部学校給食センター

 　　　　　　　　○　日　　時　　　令和２年２月１４日（金） 午後５時３０分～

  　    　　　　 ○　場　　所　　　広葉交流センター　交流室２

（令和５年２月１７日）

議　　　案　　　書

北広島市小学校給食運営委員会

北広島市中学校給食運営委員会

１　議　　　題

令和４年度 第１回



議　事

　　　（１）報告第１号　令和４年度 学校給食運営にかかる経過報告について

　　１　議　　　題

　　　（２）報告第２号　令和５年度 予算要求について

　　　（３）報告第３号　防災食育センター整備事業について
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報告第１号 令和４年度 学校給食運営にかかる経過報告について 

 

1 はじめに 
 
令和４年度は、北海道道内において新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が

高止まり状況となり、これまで同様感染予防対策が必要でした。 

市内においても学級閉鎖等が行われ、小中学校の学校行事にも変更が生じたこと

から、給食の提供体制にも大きな変更が生じました。 

感染予防と通常の学校生活とのバランスを踏まえ、安全で安心の学校給食の提供

を行うべく、学校をはじめ関係機関と連携・協力のもと、安全安心な学校給食の  

提供及び食育の推進に取り組みました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2 安全安心な学校給食の提供 

 

学校給食の献立は

児童生徒に必要な栄

養価はもちろんのこ

と、季節や学校行事

等も踏まえ、４名（小

学校・中学校 各２

名）の栄養教諭が作

成、栄養士３名とと

もに調理管理にあた

っております。 

主食は、ご飯は週

３回、パン１回、麺１

回を基本とし、食材

は地元産食材を計画的に使用するなど、鮮度や品質、産地などを勘案して選定を行

っております。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市農政課や生産者様と意見交換を行い、北広島産牛（ブラックアンガス牛）や地元産

のレタスなどの寄贈を受け、学校給食に提供するなど地産地消の推進に取り組みました。 

引き続き関係機関と連携を進め、地元産食材の積極的な活用と安全安心な学校給食の

提供に取り組みます。 
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豆腐やこんにゃく等の製造状況の確認のためコープ江別工場を視察。原材料や作業工程、調理場

への配送等について意見交換を行いました。 

姉妹都市子ども大使交流の一環として、東広島市との給食交流に取り組みました。 
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北広島市消費者協会主催の「消費生活展」に、昨年に引き続きポスターや給食の食器、調理器具などの展

示を行うとともに、建設中の防災食育センターの写真なども掲示しました。 

 

新型コロナ感染症や国際情勢の変化などから食材等が高騰している中、栄養バランスや献立数を保ち、

安全で安心の学校給食の円滑な実施を行うため、国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時 

交付金」を活用し学校給食の賄材料費（食材費）8,386 千円を増額しました。このことにより、保護者

の負担を増やすことなく学校給食の提供を実施しました。 
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3 食育の推進について 

栄養教諭は市内の小中学校において、健全な食生活や食べることの大切など食育の授

業に取り組んでいます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月１３日、昨年に引き続き、東部小学校及び北の

台小学校の食育の授業では、市内輪厚において有機野菜の栽培に

取り組んでいる、北海道有機農業協同組合の佐々木 珠恵氏を講師

にお招きするとともに、新鮮な有機ニンジンを児童に配付し試食

を行いました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和５年３月２２日には、北広島市食育推進懇談会に栄養教諭及び学校給食センター

長が参加予定です。 

本懇談会は、関係機関が共通の認識を持ち、連携しながら食育を推進するため、食品

関連事業者、生産者、教育関係者など幅広い関係者の意見交換を行い、課題等の共有を

図る場としております。 

調理釜と同じサイズの教材を作成、子ども達に

調理釜の大きさを体験してもらいました。 
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4 学校及び関係機関との連携について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

広葉中学校給食調理場では、昨年に引き続き、西部中学校で収穫された「かぼちゃ」

約５１キロを寄贈していただき、「揚げかぼちゃと豚肉のごまがらめ」として、１０月

７日に西部中、緑陽中、広葉中の給食のメニューとして提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１１月１０日、JA道央様から「農業を身近に感じてもらい、食料の大切さを伝えた

い」との申し出をいただき、昨年に引き続き「う米蔵」（ななつぼしにあやひめをブ

レンドした道産米）５００キロをご寄贈いただき、中学校給食として提供しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

７月１日、市内輪厚の宮北牧場にて視察を行うとともに、地元産肉牛の活用や飼料の 

調達、SDGSを踏まえた生産のあり方、食品ロス等について意見交換を行いました。 



１　学校給食センター関係予算（当初予算）

単位：千円

令和５年度

令和4年度

比　較

【増減の理由】

２　賄材料費（児童生徒及び教職員等に係る給食提供における食材購入費）

単位：千円

令和５年度 令和４年度 比　較

小学校給食賄材料費 167,118 164,118 3,000

中学校給食賄材料費 107,452 111,077 ▲ 3,625

【増減の理由】

報告第２号　令和５年度予算要求について

　児童の転入見込と生徒の減少見込みを勘案し積算

3,263,070

1,391,695

1,871,375

　

  重油・ガス・電気等の高騰による運営経費の増

　防災食育センター整備事業（建設工事）に伴う事業費の増
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報告第３号 防災食育センター整備事業について 

 

1 これまでの取組について 
 

本市は平成３１年１月に策定した「北広島市まちづくり基本構想」「北広島市まちづ

くり基本計画」の理念、市民の皆様の要望や意見を踏まえ、防災施設としての拠点機能、

備蓄機能、応急給食機能、併せて食育施設としての学校給食機能、食育学習機能、これ

らの詳細な検討を行い「北広島市まちづくり実施計画」を令和２年３月に策定しました。 

令和３年度には実施設計及び粗造成工事を実施するとともに、国への補助申請を提出

しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 施設整備の実現に向けて 
 

 令和４年度は本工事に 

かかる補助事業が採択され、

令和４年７月から新築工事

に着手しました。 

令和６年８月中旬（２学期）

の供用開始を目指し、下記の

工程で取組を進めるととも

に、食器や食缶、コンテナな

どの詳細な調査に取り組ん

でまいります。 

 
令和４年度 建設工事 

令和５年度 建設工事、除害施設工事、外構工事 

令和６年度 建設工事、除害施設工事、外構工事、供用開始（２学期を想定） 

建物 完成イメージ図 

敷地配置図 



10 

 

3 調査・研究等について 
 

令和４年９月、地域コミュニティ施設として各種研修室や見学ホールなどを備えた、

東旭川市学校給食センター（令和２年１月１日供用開始）の視察を行いました。 

同施設の担当者とアレルギー対応給食や、給食提供及び施設管理に関する課題等に 

ついて意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー食は誤食防止のため色分けや表示を明確にして対応 ドライシステムを採用した衛生的な厨房エリア 

１階の煮炊き室を見学することができる２階見学ホール １階の煮炊き室から２階見学ホールに向かって撮影 

２階見学ホールには食育に関する書籍、食器や食缶が展示 地域の方々が使用可能な研修室や調理実習室を整備 
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4 令和５年度の予算概要 

現在、予算要求の段階であり変更の可能性がありますが、令和４年度から令和６年度

までの３か年の費用として３,４８５,９６０千円を継続費として計上しております。 

令和５年度の防災食育センター整備にかかる経費は、工事請負費２,６６２,０６１千

円を含めた 合計 ２，６６８，８９２千円を計上しました。 

 

 

 

 

 

基礎コンクリートの打設状況 

現在の施工状況（外観写真） 


